
研究統括機構

研
究
統
括
機
構
会
議

ＵＲＡ

研究統括機構長
（研究担当理事）

健
康
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

・ 

寿
命・健
康
寿
命
延
伸
，疾
患

予
防
，Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
実
現

す
る
た
め
の
基
礎
及
び
応
用

研
究・共
同
研
究
推
進・産
学

官
連
携
活
動
の
推
進

量
子
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 

量
子
科
学
分
野
の
基
礎
及
び

応
用
研
究・共
同
研
究
推
進・

産
学
官
連
携
活
動
の
推
進

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

融
合
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
技

術
の
基
礎
及
び
応
用
研
究・

共
同
研
究
推
進・産
学
官
連

携
活
動
の
推
進

超
域
学
術
院

・ 

新
た
な
分
野
や
分
野
融
合
的
な
領
域
に
お
け
る

先
端
的
で
国
際
的
な
水
準
を
持
つ
研
究
の
活
性

化
と
教
育
へ
の
展
開
を
推
進

・ 

優
秀
な
若
手
研
究
者
の
採
用
，育
成
の
推
進

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ

セ
ン
タ
ー

・ 

文
理
融
合
等
の
総
合
知
創
出
に
向
け
た
分
野
融

合
研
究
等
の
学
際
共
創
研
究
の
推
進

・ 

先
端
技
術
の
社
会
実
装
に
向
け
た
課
題
解
決
へ

の
貢
献

共
用
設
備

基
盤
セ
ン
タ
ー

・ 

設
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
立
案

・ 

設
備・機
器
の
共
用
化
促
進
及
び
管
理・運
営
体

制
の
支
援

・ 

分
析
機
器
や
放
射
性
同
位
元
素
等
を
利
用
し
た

教
育
研
究
の
推
進

・ 研究活動の調査・分析
・ 研究体制及び若手研究者の採用に関する企画・立案
・ 研究活動の評価指標・評価基準の策定
・ 研究基盤整備の中長期計画の策定
・ 研究支援制度の策定

研究統括機構附置コア・ステーション

教育基盤機構運営会議 教育基盤機構会議教育基盤機構長

教育基盤機構

・ 

グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
力
に
係
る
海
外
派
遣
留
学
、国
際
共
修
及
び
多
文
化

共
生
を
含
む
国
際
教
育

・ 

外
国
人
留
学
生
に
係
る
日
本
語・日
本
事
情
の
教
育

・ 

英
語
教
育・初
修
外
国
語
教
育
の
改
善
　
等

言
語
教
育
室

・ 

教
育
職
員
免
許
法
認
定
公
開
講
座
、学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習
、

教
育
職
員
免
許
法
認
定
講
習
及
び
社
会
教
育
主
事
講
習
の
実
施
　
等

学
校
教
員
研
修

支
援
部
門

・ 

学
校
支
援
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
の
学
校
現
場
で
の
実
践
教
育

・ 

介
護
等
体
験
の
実
施
　
等

教
職
課
程

支
援
部
門

・ 

学
校
教
育
の
高
度
化
に
向
け
た
教
員
養
成
、学
校
教
員
研
修
の
支
援
の
企
画

・ 

全
学
の
教
職
課
程
の
内
部
質
保
証

教
職
支
援

企
画
室

・ 

数
理・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
開
発
、改
善
及
び
支
援

・ 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
の
開
発
、改
善
及
び
支
援
　
等

コ
モ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
支
援
室

・ 

ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
の
企
画
、実
施
及
び
改
善

ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム

支
援
室

・ 

連
携
教
育
の
全
学
的
な
企
画・開
発
の
支
援

・ 

連
携
教
育
の
た
め
の
学
外
機
関
及
び
学
内
組
織
と
の
連
絡・調
整
　
等

連
携
教
育
支
援
室

・ 

未
来
を
見
据
え
た
本
学
の
新
た
な
教
育
開
発

・ 

メ
ジ
ャ
ー・マ
イ
ナ
ー
制
の
充
実・発
展
　
等

未
来
教
育
開
発
室

・ 

学
生
の
就
職
、進
学
等
進
路
支
援
の
た
め
の
方
策
の
策
定・実
施

・ 

学
生
の
就
職
、進
学
等
支
援
に
係
る
調
査・分
析
及
び
情
報
提
供
　
等

キ
ャ
リ
ア・就
職
支
援

オ
フ
ィ
ス

・ 

学
生
の
生
活
支
援
の
企
画・立
案

・ 

学
生
相
談

・ 

障
が
い
の
あ
る
学
生
の
修
学
支
援
　
等

学
生
生
活
支
援

オ
フ
ィ
ス

・ 

入
学
志
願
者
の
開
拓・確
保
の
た
め
の
方
策
に
係
る
企
画・実
施

・ 

高
大
接
続

・ 

入
学
志
願
者
確
保
の
た
め
の
戦
略
的
な
広
報
の
企
画・立
案
　
等

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部
門

・ 

学
士
課
程
教
育
と
大
学
院
課
程
教
育
の
接
続

・ 

大
学
院
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
等

大
学
院
支
援
室

・ 

入
試
、教
務
、学
生
支
援
、保
健
衛
生
、就
職
等
の
関
係
デ
ー
タ
収
集・

分
析
及
び
提
供

・ 

学
務
情
報
に
係
る
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
機
能
拡
充・改
善

・ 

学
修
成
果・教
育
成
果
の
把
握
及
び
可
視
化
　
等

教
学
情
報
管
理

分
析
室

・ 

授
業
科
目
の
開
設
並
び
に
分
野・水
準
コ
ー
ド
及
び
シ
ラ
バ
ス
の
整
備・点
検
　
等

授
業
実
施
調
整
室

・ 

学
位
の
質
保
証

・ 

F
D
及
び
S
D
成
果
の
検
証
と
改
善

・ 

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実・発
展
の
支
援
　
等
　

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

統
括
室

国
際
交
流
室

・ 

外
国
人
留
学
生
の
受
入
/
学
生
の
海
外
派
遣
留
学
に
係
る
企
画
、実
施
及
び
推
進

・ 

国
際
教
育
及
び
交
流
に
資
す
る
国
内
外
の
大
学
等
と
の
連
携
の
推
進
　
等

国際センター全学教職センター未来教育開発部門キャンパスライフ支援部門教学マネジメント部門

大学院教育支援機構

Ｐ
ｈ
Ｄ
リ
ク
ル
ー
ト
室

・ 

本
学
の
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
学
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
等

を
通
じ
，本
学
の
博
士
課
程
へ
の
進
学
者
を
増
加
さ
せ
る
と
共
に
，博
士

課
程
を
活
性
化

大
学
院
改
革
推
進
部
門

・ 

本
学
の
大
学
院
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
，教
育
課
程
の
再

編
及
び
社
会
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
設

等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
を
策
定
し
，大
学
院
改
革
を
推
進

大学院教育支援機構長
（研究・大学院担当理事）

大
学
院
教
育
支
援
機
構
会
議

社会連携推進機構

社会連携推進機構会議 機構長

副機構長

地域協働部門

社会インパクトマネージャー

地域連携推進コーディネーター

・ 

地
域
共
創
に
係
る
企
画
、立
案

・ 

共
創
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
、運
営

・ 

学
外
機
関
及
び
学
内
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
共
創

活
動
の
推
進

・ 

地
域
共
創
推
進
の
た
め
の
外
部
資
金
獲
得
の
推
進
及
び

支
援

産学イノベーション推進部門

ライフイノベーション推進室

産学官連携リサーチ・コーディネーター

クリエイティブマネージャー

知的財産マネージャー

・ 

産
学
連
携
及
び
知
的
財
産
に
係
る
企
画
、立
案

・ 

研
究
シ
ー
ズ
の
社
会
実
装

・ 

外
部
機
関
と
の
受
託
研
究
、共
同
研
究
及
び
組
織
型

共
同
研
究
の
推
進
並
び
に
支
援

・ 

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
活
用
し
た
ラ
イ

フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

・ 

知
的
財
産
の
創
成
、取
得
及
び
管
理
活
用

・ 

産
学
官
連
携
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地域人材育成部門

・ 

地
域
課
題
を
踏
ま
え
た
人
材
育
成
に
係
る
企
画
、立
案

・ 

地
域
課
題
を
踏
ま
え
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
及
び

実
施

・ 

地
域
課
題
を
踏
ま
え
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
た
め
の
学
外
機
関
及
び

  

学
内
組
織
と
の
連
絡
、調
整

・ 

地
域
課
題
を
踏
ま
え
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
係
る
情
報
提
供

ベンチャリング・センター

・ 

新
潟
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
育
成
、創
出
支
援

機構
教育基盤機構

新潟大学の教育理念・目標に沿って，教育の充実・発展を図り，学生の修学支援等を包括的に実施するとともに，これらに伴う諸課題に対処
し，学生を入学から卒業（ 修了 ）まで一貫して支援することを目的として，2022 年度に教育・学生支援機構を改組し，設置。

附属図書館

種別登録件数

所属別登録件数

ニュアー

2023年4月1日現在

2023年4月1日現在雑誌種類数

2022年度利用サービス状況

「新潟大学学術リポジトリ（Nuar）」の登録状況

種　別 件　数				
学術雑誌論文 2,718
学位論文 2,327
研究報告書 176
紀要論文 25,162
会議発表論文 1,127
会議発表用資料 119
図書 60
その他 1,795
合　計 33,484

和漢書 洋書 合計
972,294 567,606 1,539,900

和雑誌 洋雑誌 合計
18,479 10,999 29,478

中央図書館 医歯学図書館 合　計
入館者総数 257,645　　 59,144　　 316,789 人
貸出者数 36,512 人 5,506 人 42,018 人
貸出冊数 67,163 冊 10,371 冊 77,534 冊
文献複写
　学内
　外部から受付
　外部へ依頼

1,265 件
940 件

1,305 件

150 件
1,793 件

643 件

1,415 件
2,733 件
1,948 件

大学等相互貸借
　受付
　依頼

1,283 冊
1,154 冊

53 冊
40 冊

1,336 冊
1,194 冊

2023年4月1日現在蔵書数

附属図書館は，学術資料運営機構内に設置された組織の 1 つ。　

人文社会科学系

自然科学系

医歯学系

4,552件 14％

6,391件 19％

1,975件 6％

20,566件 61％

その他

DX推進機構

情報基盤センター
本学のコンピュータシステムやコンピュータネットワークの管理運用，コンピュータを利用した基盤研究，各部局に対する研究支援，情
報システムに関する将来構想を企画する学内共同利用施設である。学内に 10 ギガビットの光ネットワークを基幹とする高度な情報ネッ
トワーク（NINES5）を整備し，総計 410 台の無線 LAN アクセスポイントと接続している。オフィス，クリエイティブ，セキュリティ
などコンピュータを活用するために必要なソフトウエアを教職員及び学生に提供している。国内の大学や研究機関を専用回線で接続し
ている学術情報ネットワーク（SINET6）に参加し，品質の高い安定したネットワークを運用している。情報基盤センターは，新潟大学
における学術研究・教育の情報化を支えている。

サイバーセキュリティ部門
安心・安全に全学 DX を推進しつつ，牽制機能を担保するため，セキュリティガバナンス体制の確立・強化，プラスセキュリティ人材を
育成する組織として情報基盤センターから分離し DX 推進機構の部門として設置。統合認証基盤及び，ＩＴ資産管理システム等のセキュ
リティ基盤の整備を目的とする。

新潟大学の教育・研究及び業務運営等の共同利用に供する ICT 基盤とセキュリティ基盤の整備を端緒に，デジタルキャンパスの実現に
向けた全学デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進を包括的に支えるデジタル基盤を整備することを目的として 2022 年度に設置。

学術資料運営機構

附属図書館
中央図書館，医歯学図書館（旭町分館）で構成され，五十嵐・旭町キャンパスにおける教育研究活動を支援する情報基盤の一つである。

旭町学術資料展示館
本学が所有又は保管している貴重な学術資料等を本学の学生・職員，並びに広く社会に公開することにより，本学の教育研究の推進及び
地域社会における教育機会の向上を図ることを目的として 2001 年に設置。企画展等のイベントを開催している。

教育研究に関する資料及び情報の収集，活用及び発信に関する業務に関し調整を行い，学術情報に関する基盤の整備を図ることを目的と
して，2022年度に改組。

研究統括機構
本学の研究を統括 · 俯瞰し，国際研究推進，研究環境強化，研
究人材育成を柱として，全学レベルの研究戦略の策定と重点分野へ
の資源配置を行い，特色ある研究組織から新たな研究フラッグシップ
形成に導くとともに，研究基盤の拡充 · 整備を戦略的に推進する組織
として，2023 年度に研究推進機構を再編して設置。

社会連携推進機構
本学の社会貢献の理念・目標に沿って，地域協働，地域人材育成
及び産学イノベーションの活動を一貫して推進し，地域の課題解決
及び産業の発展に寄与することを目的として，2023 年度に設置。

大学院教育支援機構
本学大学院の教育理念・目標に沿って，教育の充実・発展を図り，大学院生の修学支援等を包括的に実施するとともに，これらに伴う諸課題に
対処することを目的として，2022 年度に設置。
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